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①100小中学校で健康授業 
②教育委員会・市町村・ 
  教育学部と連携 

②学校 
学校での 
健康教育 

①37/40市町村で 
   健康宣言 
②学校・職域との連携 

①地域 
地域での 
健康づくり 

①200の企業が健康宣言 
② 健康経営認定事業の開始 
   （100企業が認定） 
③健やか力推進センターとの連携 

③職域 
職域での 
健康づくり 

《OI2.0 
Society 5.0》 

①2000項目の測定
②科学的証拠を把握
し短命県返上に活用 



青森県の現状と対策 

日本一の短命県（トップ長野県と2歳半の差） 

どの年代でも死亡しやすい：特に40-60代 

どの病気でも死亡しやすい：特に生活習慣病（がん、脳卒中、心臓病） 

生活習慣が悪く、健診受診率が低く、病院受診が遅い、通院もわるい 

もっと健康の知識（健康教養）をつけて、健康づくりに取り組むべき 

全体戦略 

 ①花火： トップの決断（健康宣言など）→システムづくり 

 ②産官学民の連携＋地域・職域・学校での実施 

 ③根の張った動き：仲間づくり（リーダー育成） 

 ④経済活性化・少子化対策（町づくり、地方創生）との連携 

 





▲青森銀行健康宣言 

活発化する企業(職域)での取り組み 

▲▼みちのく銀行健康づくり研修 ▼北星交通健康宣言 

 
青森県健康経営 
認定制度（H29） 
健康宣言約200社 

認定企業約100社 

  



平成29年度は 
約100小中学校で実施 



 岩木健康増進プロジェクト:大規模住民合同健診 

※医師を中心とした総勢200～300名程度が連続10日間(AM6:00-PM3:00)実施:岩木地区 

※健(検)診受診者：20~93歳。1人あたり健診所要時間は5-7時間（小・中学生も別途実施） 

＜平成28年度実施概要＞ 

被検者 検者 

参加者数 医師 
健幸 大学スタッフ, COI 

リーダー 学生 参画企業 

5月28日 100 40 32 80 46 

5月29日 120 40 29 80 46 

5月30日 115 40 32 82 46 

5月31日 115 40 34 83 46 

6月1日 114 40 34 85 46 

6月2日 119 40 31 113 46 

6月3日 108 40 29 98 46 

6月4日 110 40 33 78 46 

6月5日 129 40 32 79 46 

6月6日 118 40 28 92 46 

合計 1,148 400 314 870 460 

※13年間実施し延べ“約2万人”以上 13 
 
 
 





 
  連携 

連携 

連携 

産・学・官・民連携による強力な推進体制を構築 

①ビッグデータを用いた疾患予兆法の開発 
②予兆因⼦に基づいた予防法の開発 
③認知症サポートシステムの開発 
④COI拠点間健康・医療データ連携推進 

青森県 
弘前市 
久山町 / 京丹後市 

青森県の33市町村 
（健康宣言都市） 

  
 
 

継続的、自発的に多種多様なイノベーションを生み出す『COI拠点』をめざす 
〈弘前COI：「認知症・生活習慣病研究とビッグデータ解析の融合による画期的な疾患予兆発見の仕組み構築と予防法の開発」〉 

 

 
 
 

連携 

マルマンCS/東北化学薬品/テクノスルガ・ラボ
/栄研/イオンリテール/カゴメ/NTT東日本/
エーザイ/花王/ライオン/協和発酵バイオ/ベ
ネッセHD/楽天/シスメックス/北海道システム
・サイエンス/生命科学インスティテュート/ヒュ
ーマン・メタボローム・テクノロジーズ/ハウス食
品/クラシエ/アツギ 
 
アイトシステム/アールエフネットワーク/京都銀
行/三昌商事/村⽥製作所/シスコシステムズ
/ベネッセスタイルケア/ソニー生命保険/セコム
/ⅡJ/三井住友信託銀行/大日本印刷/応
用技術/住友電気⼯業/住友林業/フューブ
ライト・コミュニケーションズ/みずほ情報総研 
 

(注)弘前COI拠点全体の参画企業･機関すべて含む 

●新事業・雇用創出 
●新事業創出支援 
●健康づくりの支援 

●シーズの創出 
●学術的知見の提供 

●健康づくりの普及・促進 

弘前大学 
九州大学/京都府⽴医科大学 

東京大学/京都大学/名古屋大学 
 中央大学/ 慶応義塾大学/ 
 京都府⽴大学/志學館大学/  

 公⽴はこだて未来大学/ 杏林大学/ 
 徳島大学/同志社女子大学/ 

農研機構・果樹研究所 

産 

民 

学 

官 

※他参画調整中多数  

※COIプロジェクトでの成果を最大限活かす(中間評価:S) 

健康リーダー 
健康サポーター 
食生活改善推進員etc 
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※COI：Center Of Innovation、

センターオブイノベーション 



 弘前大COIをコアとした戦略的拠点間連携の拡大 

筑波大学 

他機関 

他のCOI拠点 

順天堂大学 

弘前大学 

×名桜大学（沖縄） 
×和歌山県⽴医大 

《データ連携機構PJ》 
大学間(データ)連携の拡大イメージ 

⽴命館大学 

新規 

新規 

×九州大学 
×京都府⽴医大 
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